
生命のにぎわい調査団グループ団員

生きもの調査の流れ

必須調査（調査対象の５７種）

任意調査

調査地内 調査地外

発見報告生物 季節報告生物

一斉調査（年４回程度） 随時調査 初鳴などを随時報告

・専用の報告フォーム
で報告
・一定の精度を要します
（調査回数、ルート設定等）

センターWebサイト
で報告

センターWebサイト
で報告

発見報告生物・
季節報告生物を
随時報告

センターWebサイト
で報告

調査対象種以外の
生物の調査
テーマを決めて行う

調査対象種以外の
生物を随時報告
（写真添付）

センターWebサイト
で報告

グループ団員による生きもの調査は、定点における継続的な調査です。
まず調査地を定め、報告時には調査地を代表する緯度経度を用います。
必須調査としてにぎわい調査団の調査対象種の、調査地内での生息の有無を明らかにします。
また任意調査として、調査地内で見られる対象種以外の生きもの調査や、調査地以外での
生きもの調査にも、ぜひ挑戦してみてください。
調査に必要な、生きものをみつける技術や名前を調べる方法等については、センサーカメラ
の貸し出しなども含めて別途研修会を開催すると同時に、随時、生物多様性センターで相談を
受け付けます。

調査と報告の方法は
テーマごとに相談


